
編 修 趣 意 書

1. 編修の基本方針

「グローバル社会に必要な英語の力・心・意欲を育てる」
この教科書では，教育基本法，学校教育法の理念および学習指導要領の目標を実現するために，「言葉･文化･価値観

の異なる多様な人々と気持ちや考えを伝え合い，主体的に課題に向き合い，協力して平和な世界を築こうとする開か

れた心をもつ人を育てる」ことを目指し，３つの基本方針に基づいて編修しました。

教育基本法との対照表
※申請図書番号 学校 教科 種目 学年

31―112 中学校 外国語 英語 第 1学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

38 光村 英語 705 Here We Go!  ENGLISH COURSE 1

　小学校での学びを踏まえながら，「聞く」「話す（やりとり・発表）」「読む」「書く」英
語の力がバランスよく，また楽しく身につけられる教科書を目指しました。生徒に身近な
中学生の主人公たちが活躍する本文だけでなく，社会生活の中で実際に使われる英語を素
材にした教材を豊富に用意し，確かな学力に基づいた「英語を使う力」を育てます。

英語を使う「力」が育つ。
― 豊かな学びを通じて，「英語を使ってできること」を着実に増やしていきます。1

学びに向かう「意欲」が育つ。
― 各学年にはそれぞれテーマを設け，学習や発達の段階に応じた指針を示しました。3

　英語の知識や技能にとどまらず，英語を使って世界中の人々とコミュニケーションを図
り，よりよい世界を築いていく人になるための「心」が育つ教科書を目指しました。その
ために，世界の様々な地域の題材をもとに教材を構成するだけでなく，円滑なコミュニケー
ションを身につけるための表現を豊富に紹介しています。

英語を使う「心」が育つ。
― 世界の中で英語を使っていくための見方・考え方，資質と能力を養います。2

1 年「やってみよう。」
間違いを恐れずに英語を使いな
がら，自分の世界を広げていき
ます。

2 年「見つけよう。」
世界の多様性を理解しながら，
自分ができることを見つけてい
きます。

3 年「続けていこう。」
より広い世界に目を向け，英語
を使う力と継続的に学ぶ資質を
養います。
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1 英語を使う「力」が育つ。
― 豊かな学びを通じて，「英語を使ってできること」を着実に増やしていきます。

「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どう学ぶか」を意識し， 
主体的・対話的で深い学びのためのサイクルをつくります。

学びのステップ 具体的な内容 紙面の例

巻頭の Contentsと本書の構成で，学年全
体の目標と，教科書の各教材で何を学ぶか
を確認します。Q & A形式の英語の学び方
ガイドで，学習の心構えと方法を確認する
ことができます。また，各 Unitの最初には
より具体的な目標が示されています。

各 Unitの左ページには，学ぶべき文型・文
構造等を含む本文を掲載しています。3年
間で身につけたい発信語彙は太字で示して
います。本文は 4人の中学生が主人公のス
トーリーで，多様で身近な内容で学ぶこと
ができ，豊かなインプットにつながります。

各 Unitの右ページには，学んだことを活用
するための活動が設定されています。
加えて，Let＇s Talk!などの帯教材，Daily Life，
World Tour，Let＇s Read，Active Grammar

などの小教材を使って，習得したことの活
用や，学習の補強ができます。

各 Unitの最後の Goalと，各学年 3か所設
定されている You Can Do It!では，学んで
きた知識や技能を使いながら，複数の領域
を横断した活動に取り組みます。グループ
での協同学習による活動も設定されてお
り，思考力・判断力・表現力を養いながら
主体的・対話的で深い学びを促します。

各 Unit最後のふり返りのコーナーで，「何
ができるようになったか」をモニターする
ことができます。また，巻末には 4技能 5

領域別に整理された CAN-DO Listが掲載
されており，折に触れて目標の到達度を
チェックし，次の学びにつなげることがで
きます。

▲p.30　Unit 1 Part 1 本文より

▲p.31　Unit 1 Part 1 Listenより

▼p.36　Unit 1 Goalより

pp.60-61　You Can Do It! 1より▲

▲p.36　Unit 1 Goalより

▲pp.174-175　CAN-DO Listより

▲pp.4-5　本書の構成より

「何ができるか」
「何を学ぶか」

「どう学ぶか」を
意識する

目標の確認

新しい知識と
技能を豊かに

インプットする

インプット

活動を通じて
知識と技能を

繰り返し活用する

活 用

主体的・対話的で
深い学びを通じて
思考・判断・表現の

力をつける

アウトプット

学びをふり返り，
次につなげる

ふり返り
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2 英語を使う「心」が育つ。
― 世界の中で英語を使っていくための見方・考え方，資質と能力が育ちます。

3 学びに向かう「意欲」が育つ。
― 学びたい気持ちを引き出し，次の学びにつなげます。

①さまざまな背景を持つ中学生たちが成長していく 
　ストーリーを設定。

　各 Unitの本文には，4人の中学生たちが出合い，さまざまな出来事を経
験しながら考え，成長していくストーリーを設定しました。英語のストー
リーを通じて，世界の多様性に目を向けながら自分も他者も尊重すること
の大切さを実感することができます。

②実際の世界の中学生の生の声を紹介。

　World Tourのコーナーでは，世界の中学生の生の声に触れられる教材を
用意して，多様な文化や価値観に触れられるようにしました。英語を使っ
てコミュニケーションをすることの楽しさや意味を実感し，外国語学習の
ための見方・考え方を養いながら，生徒の学習意欲を高めます。

③グループで力を合わせて考える，協同学習を用意。

　各 Unitの Goalや，年 3回用意されている You Can Do It!では，グルー
プ内でやりとりをしたり，協力しながら発表をしたりする活動が用意され
ています。また，異文化理解を促すWorld Tourには話し合う活動を設け，
多様な意見を交換できるようにしました。

巻頭に「学習を見渡すページ」，巻末には「CAN-DO List」を用意。

　巻頭には，各 Unitの文型事項を一覧できる Contents，教科書
全体の構成と目標がわかる本書の構成を掲載し，各教材の役割や
目標がわかるようにしました。また巻末には CAN-DO Listを掲
載し，4技能 5領域に対応した「英語を使ってできるようになる
こと」をチェックしながら学習を進めることができます。

▲左から Tina，Eri，Hajin，Kota

▲p.57　World Tour 1　世界の中学生 

▲pp.132-133　You Can Do It! 3

▲pp.4-5　本書の構成

◀pp.174-175　
　CAN-DO List
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2. 対照表

［ 第 1 学年 ］

図書の
構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所の例

全学年 1． 学習者の言語能力と精神の発達段階に応じて幅広い知
識と教養を身に付けることができるよう，また，他国を尊重
し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことが
できるよう，外国人を含む4人の中学生の登場人物を中心
に，主に自分のこと→身の回りのこと→社会や世界のこと
へと徐々に関心を広げながら学習を進めることができるよう
にしました。【第1号】【第5号】

2． 実社会で使われている素材に豊富に触れることで，生活
の中で実際に使える知識と教養を身に付けられるようにし
ました。【第1号】

3． 個人の価値を尊重しつつ創造性を養い，将来の職業生
活についても意識することができるようにしました。【第2

号】
4． グループでの活動を通じて，自他の敬愛と協力の精神の
大切さに気付くとともに，主体的に社会の形成に参画す
る態度を養えるようにしました。【第3号】

5． 生命や自然環境の大切さに気付くとともに，主体的に何
ができるかを考えることができる教材を用意しました。【第4

号】
6． 我が国の伝統文化や郷土を愛するとともに，他国に向け
てそれらのよさを発信できる力を養う教材を用意しました。
【第5号】

7． 世界の多様な文化とそこに生きる人々についての知識を
深め，多様性を尊重する態度を養い，よりよい社会の形
成に主体的に参画する意識を養うための教材を各学年に
複数用意しました。【第3号】【第5号】

1． 全学年Unit本文，言語活動およびGoal，
You Can Do It!

2． 全学年Daily Life

3． 全学年Unit - Goal，You Can Do It!

4． 全学年Unit - Goal，You Can Do It!

5． 全学年Unit - Goal，You Can Do It!

6． 全学年Unit - Goal，You Can Do It!

7． 全学年World Tour

1年生 1． 自他を敬愛し，情操を培いながら小学校で学習した知識を
確認し，中学校の学びに円滑に接続できるための教材を
豊富に掲載しました。【第1号】【第3号】

2． 英語と日本語の音の違いに気づき，英語の綴りと発音の
基本的な知識を中学校の学習の初期段階で一通り学べ
るようにしました。【第1号】

3． 個人の価値を尊重して，その能力を伸ばす態度を養うため
に，自分が得意なことを紹介しあう内容で本文を構成しまし
た。【第2号】

4． 生命を尊ぶとともに，健やかな身体を養うために，「病気で
休んでいる級友を気遣う」ことを話題にして本文を構成しま
した。【第1号】【第4号】

5． 自他の敬愛と協力を重んずる態度を養うために，「協力して
級友の誕生会を企画する」ことを話題にして本文を構成し
ました。【第3号】

6． 他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を
養うために，世界の様々な地域との時差について知り，考
える活動を教材化しました。【第5号】

1． Let’s Be Friends! （pp.6-19）

2． Sounds and Letters （pp.20-25）
3． Unit 1 （pp.28-36）
4． Unit 6 （pp.84-93）
5． Unit 8 （pp.118-127）
6． World Tour 2 （pp.96-97）▼

▲pp.62-63　Unit 4

▲p.95　Daily Life 3カフェ
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3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

現代的な諸課題に関する教科横断的な教育内容

［ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けて ］
• 各 Unitの本文の最後には，ストーリーの内容を踏まえて自分ならどうするかなどを考える「Think」の設問を置い
ています。自分で考え，生徒同士や先生と生徒が対話をしながらさらに考えを深め，議論できるようにしています。

• 各 Unitの最後と You Can Do It! には，「ふり返り」のコーナーを用意し，学習を CAN-DOの観点に加え，主体
的・対話的で深い学びの観点からもふり返ることができるようにしました。

• 各学年に複数掲載しているWorld Tourのページでは，音声や写真で世界中の人々や文化等に関する情報に触れ，自
分で考え，生徒同士や先生と生徒が対話をしながらさらに考えを深め，議論できるようにしています。

• 主体的かつ継続的に学ぶ姿勢を持った自律的学習者の育成に資するために，各学年に英語の学習の仕方を紹介する
Your Coachのコーナーを設けました。

［ カリキュラム・マネジメントの推進に向けて ］
• 教科横断的な観点から，World Tourや Sing a Songなどのページで，社会科や音楽などの教科との関連を図れる
ようにしました。

• 職業体験，環境問題，防災・安全，我が国や郷土の伝統文化，修学旅行などを題材として取り上げ，学校の教育活
動や目標との連携が図れるようにしました。

［ 言語材料の配列・選定について］
• 小学校で学習した表現や文型・文法事項を中学校の早期段階で再び扱うようにすることで，基本的な表現を確実に
定着できるようにしました。

• 小学校で学習する語彙も含め，英検や CEFR-J，国際的な基準等を参考に使用すべき語彙を分析し，1年生の教科書
で学習する語彙を 467語に設定しました。

• 特に重要な語彙は新出語欄に太字で示し，発信語の目安になるようにしました（1年生では 280語）。
• 教科書の全編を通じて，既習の表現や語彙にくり返し出会うことでスパイラル式に学習し，定着が図れるようにし
ました。

［ 小・中・高の接続について ］
• 小学校からの接続を円滑にするために，1年生の冒頭に置いた Let＇s Be Friends! では，小学校で学習した英語の
基本表現を復習できるようにし，大きな負担を感じずに短時間で効率よく学習ができるようにしました。

• 3年生では Your Coach 4 英語のトレーニングを続けていこうのページを設け，長期的な目標を持ちながら中学校
の学習を終えた後も継続的に英語の学習に取り組んでいくことを促すようにしました。

［ICT の活用・英語の音声等の提供について］
• 音声や映像，リンク集など，学習を広げるウェブコンテンツを豊富に用意し，紙面に付した二次元コードを通して
無償で利用できるようにしました。

［特別支援教育への配慮］
教科書全体において，色覚特性や特別支援教育の観点から，全ページにわたって専門家による校閲を受け，全ての人が使いや
すいユニバーサルデザインの観点に立った編修とデザインを心がけました。

［学習上の配慮］
・文字については，特に入門期においては生徒が学習しやすい4線の幅に対応した，新しいアルファベットのフォントを独自に開
発して使用しました。

・日本語の表記は，視認しやすく学習しやすいユニバーサルデザインの書体を使用，文字の大きさは，発達段階，教材の内容に十
分に配慮しました。

・中学校の配当漢字には，全て振り仮名を付しました。
・判型については， 横組の文字が読みやすく，紙面を視覚的に見せることができる横幅の広いAB判を採用しました。
・本文用紙は，軽くて裏写りしにくく，鉛筆で書き込みやすい質感の紙を用いました。環境に配慮した用紙です。
・レイアウトについては，迷わず学習ができるように，同様の情報を所定の位置に整理して配置しました。
・大判のイラストや，小さくしても分かりやすい写真を用いて，めりはりのある紙面構成にしました。

［人権上の配慮］
　教材や挿絵に登場する人物に性別による偏りがないよう，また，人種・身体的特徴などについても，多様性に意を用いました。

全ての生徒にとって使いやすく，学びやすく
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編 修 趣 意 書

学習指導要領との対照表，配当授業時数
※申請図書番号 学校 教科 種目 学年

31―112 中学校 外国語 英語 第 1学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 教科書名

38 光村 英語 705 Here We Go!  ENGLISH COURSE 1

1. 編修上特に意を用いた点や特色

1 中学校英語のスタートを，楽しく，わかりやすく。
― 学年のはじめに全体を見渡し，安心して楽しく中学校の英語に取り組めます。

①はじめに「できるようになること」「やること」と「やり方」がわかり，スムーズに学習が始められます。

［ 巻頭の構成 ］

　前見返しで「できること」の例をビジュアルで示し，全 Unitの
Goalを示す Contents（目次）と各学年と 3年間の目標をステッ
プとともに示す本書の構成で「やること」が，英語の学び方ガイ

ドで「やり方」がわかるようになっており，見通しをもちながら，
意欲を高めて学習を進められるようにしました。

②導入教材で，小中の英語の学びを円滑に結びます。

［ 小学校英語教科書の内容と連携 ］

　小学校で学習したことを一通り振り返り，中学校の学びへとつ
なげるための導入教材 Let＇s Be Friends!から始まります。生徒
が楽しく小学校での学びを確認するだけでなく，指導者が中学生
になったばかりの生徒の習熟度をモニターすることにも役立ちま
す。

▲前見返し

▲pp.26-27　中学校1年生のための 英語の学び方ガイド

1年生　pp.4-5　本書の構成

▲pp.6-7　Let＇s Be Friends!　①言葉で人とつながろう 

〈できること〉 がわかる！

〈やること〉 がわかる！

〈やり方〉 がわかる！
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③小学校の教科書から，違和感なくUnit の学びにつなげます。

［ Unit の導入のための工夫 ］

　Unit 1～ 3は本文の一部をコミックのセリフ形式にして掲載。小学校
での音声を中心にした学びからの接続に配慮し，徐々に文字に慣れてい
くように構成しました。また，1年生の教科書では，文部科学省の小学
校外国語の補助教材We Can! や，一部の小学校外国語教科書と同様に，
見開き 2ページの扉からUnitが始まります。ビジュアルを効果的に使っ
たページで楽しく語彙や内容の導入をしながら，スムーズに文字による
本文の学習や言語活動に入っていくことができます。

2 学年の目標を達成するための主教材
― 着実に「できるようになること」が増えていく主教材　Unitと You Can Do It!

［ 本文リテリング活動のための帯教材 ］

　Unitの本文ストーリーの内容を自分の英語で伝える「リテリング活動」の教材を，
Story Retellingのコーナーとして教科書の後ろにまとめて掲載。毎回の授業の帯学習
に活用することができます。ストーリーの発話の場面を再現しやすくするために，
Unitの挿絵以外の図版も多数用意しました。

① Unit 本文で，基本事項の理解と技能横断的な英語力の育成を図ります。

［ 本文ストーリー（左ページ） ］

　4人の中学生たちが，自分のこと，身近なことから
社会的・文化的なことまで，3年間の中でさまざまな
ことや人々と出会いながら成長していきます。バラエ
ティに富んだ題材や文種に触れ，キャラクターたちと
ともに人間的にも成長していきながら，文法・文型や
語彙などの基本知識の定着を図り，また 4技能 5領域
の英語の技能を総合的に高めます。

［ 言語活動と基本文（右ページ） ］

　本文の内容と関連付けながら活用し，活動を通じて
知識と技能を定着させていきます。「聞く」活動からは
じまり，「話す」活動を経て，最後に「書く」ことにつ
なげます。
　また，本文で扱った基本文を簡潔な解説とともに示
し，理解を助けるようにしました。

　　聞く活動から

　　話す［やり取り］，

最後に　　書く

という活動の流れに
なっています。

◀pp.120-121　
　Unit 8 Part 1

p.143　Story Retelling Unit 8▶

p.42　Unit 2 Part 2▶

①音と文字を確かめる
②答えを探す
③音読する
の流れで，本文の学習の
ステップを示しています。
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② Unit の Goalで「できること」を着実に増やしていきます。

［ 複数の技能を使って自己表現活動へ ］

　Unitの本文で学んだ内容と言語材料に関連付けながら，「聞く」「読む」
活動から「話す［やり取り・発表］」や「書く」自己表現活動まで行います。
　最後に，CAN-DO Listとリンクした各 Unitの到達目標の達成度をふ
り返ります。

③You Can Do It!で思考力・判断力・表現力を養います。

［ 主体的・対話的で深い学びを実践 ］

　年 3回設定されたプロジェクト型の言語活動 You Can Do It! では，
複数の技能を使ったグループでの協同学習を通じて思考力・判断力・表
現力を養いながら「できること」のより一層の定着を図ります。CAN-DO 

Listともリンクしているので，学習のふり返りのよい機会にもなります。

3 日々の英語学習をサポートする帯教材
― Unitの学習を補強し，活用の機会を増やします。

①音と綴りとのつながりを身につける　Sounds and Letters

②即興的なやりとりをトレーニングする　Let＇s Talk!（とじ込み）

③発信と受容のための語彙力をつける　Active Words

ページを折ることで，初頭音の違
いによる発音の変化に気づかせ
ることができます。

3年間を通じて，「私ってこんな人（This Is Me）」「私
の日常（My Life）」「私のしたいこと（My Future）」
の3つの大テーマで対話を続けることで，即興的なや
り取りの力を継続的に高めるための教材です。
自分が伝えたいことを話すトレーニングをすることで，
発信のための語彙を増やすきっかけにもなります。

生徒が使いたくなる語彙をイラストとともにカテゴリー
別に整理しました。適宜参照することで，様々な言語
活動に使えるようにしました。

Unitの学習に入る前に用意されている観音開きのページで，発音と綴りの基本を総覧できます。

▲pp.126-127　Unit 8 Goal

▲pp.132-133　You Can Do It! 3

　学校紹介のページを作ろう

◀pp.20-23　Sounds and Letters

◀pp.145-150　Active Wordsより
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5 学びを広げ，もっと豊かに。
― もっと知りたい，学びたい。様々な「もっと」に応えられるコンテンツを豊富に用意しました。

4 英語の知識を活用し，技能を伸ばす小教材
― 知識と技能を，生きて働く力にしていきます。

［ 着実に「読み方」を身につける　Let＇s Read ］

　学習の習熟段階に応じて「読み方」を身に付けるため
の教材を用意しました。

［ 付録教材 ］

• 英語の学び方ガイド，Your Coach

巻頭の英語の学び方ガイドでは各学年の学習方法の指針を示し，各学年に複数掲載した Your Coachでは，各技能
別の学び方のコツなどを紹介し，自律的学習者の育成に資するよう配慮しています。

• Sing a Song

英語の歌の選定にあたっては，メッセージ性や季節感，学習した言語材料に触れられるなどの配慮をしました。
• Let＇s Read More

バラエティ豊かな題材を選定するとともに，語注を豊富に加えて「読む」ことに集中できるように配慮しました。
• 巻末資料

Unitや学年を横断して知識を整理した英語のしくみのほか，基本文のまとめ，CAN-DO Listなどを掲載しています。

［ 二次元コード ］

　音声や映像，リンク集など，学習を広げるウェブコンテンツを豊富に用意し，
　紙面に付した二次元コードを通して無償で利用できるようにしました。

［ 世界の生の情報に触れる　World Tour ］

　異文化や世界の多様性を知り，知的好奇心を満たしな
がら思考力を養うための教材です。

［ 日常生活に直結した場面の英語を使う　Daily Life ］

　学んだことを実生活で生きて働く力にするための教材
を豊富に用意しました。

［ 英語のルールをしっかり確認できる　Active Grammar ］

　Unit本文と連携した発話場面を活用し，自分たちで考
えながら文型や文構造のルールやしくみを整理できるよ
うにしました。

▲p.37　Daily Life 1　国際郵便 ▲pp.96-97　World Tour 2　世界の時刻

▲pp.130-131　Let＇s Read 2　The Lion and the Mouse ▲p.58　Active Grammar 1
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2. 対照表

［ 第 1 学年 ］ 言語活動　L：聞く　R：読む　SI：話す［やり取り］　SP：話す［発表］　W：書く　網掛けは主たる言語活動

1年 学習指導要領の内容

該当頁 時数
図書の構成・内容 主な言語材料

言語活動 言語の働き

L R SI SP W 場面 働き

Let＇s Be Friends! 単語（色・国名・数など）
アルファベット

ア ア ア ア，イ ア，イ
ウ，オ

6-19 7

Sounds and Letters 発音と文字 20-25

Unit 1  Here We Go!
初登校

I am～.
I like～. / I don’t like～.
I can～. / I can’t～.

ア，エ ア ア ア，イ ア ア，イ ア，イ
ウ

28-36 8

Unit 2  Club Activities
部活動

Are you～?
Do you～?
Can you～?

ア，エ ア ア ア ア ア，イ
ウ，オ

38-46 8

Unit 3  Enjoy the Summer
もうすぐ夏休み

What do you～?
I like -ing.
I want to～. 

ア，エ ア ア ア ア ア，イ ア，イ
ウ，エ
オ

48-56 8

You Can Do It! 1 自己紹介で共通点・相違点を見つけよう イ イ イ ウ 60-61 2

Unit 4  Our New Friend
転校生

He is～. / She is～.
Who is～?
Is he～? / He’s not～.

ア，エ ア ア，
イ

ア ア ア ア，イ
ウ，オ

62-71 9

Unit 5  This Is Our School
学校公開日

Where～?
命令文 / Let’s～.
When～?

ア，
イ，エ

ア，イ ア
イ

ア ア ア ア，イ
ウ，エ
オ

72-81 9

Unit 6  Cheer Up, Tina
元気を出して

3人称単数現在形
（肯定文 / 疑問文 / 否定文）

ア，エ ア，イ ア ア ア
ウ

ア ア，イ
ウ，オ

84-93 9

You Can Do It! 2 「ドリームファミリー」を紹介しよう ア，エ イ ア ウ 100-101 2

Unit 7  New Year Holidays in Japan
日本の正月

一般動詞の過去形
（疑問文 /否定文）
be動詞の過去形

ア，エ ア，イ ア ア，
ウ

ア，イ ア，イ
ウ，エ
オ

104-115 10

Unit 8  Getting Ready for the Party
秘密の計画

現在進行形
（肯定文 /疑問文）
look＋形容詞

ア，エ ア ア ア，
ウ

ア，イ ア，イ
ウ，エ
オ

118-127 9

You Can Do It! 3 学校行事の紹介ページを作ろう イ ア イ ア ア ウ，エ 132-133 2

Daily Life

　1　国際郵便 宛名 /住所 ア 37 1

　2　落とし物 Whose～? ア ア オ 82 1

　3　カフェ Which～? / How much～? ア イ オ 95 1

　4　ウェブサイト イ ウ 117 1

　5　ラジオの中継 イ ウ 129 1

World Tour

　1　世界の中学生 How many～? ア オ 57 1

　2　世界の時刻 What time～? ア オ 96-97 1

Let＇s Read

　1　What Am I? ア，イ 99 1

　2　The Lion and the Mouse ア，ウ 130-131 2

Let＇s Read More

　My Japanese Lessons ア，ウ 151-152 （2）

Active Grammar 

　1　am, are / 一般動詞 / can ア 58 2

　2　代名詞 ア 83 1

　3　is / 3人称単数現在形 ア 94 1

　4　疑問詞 ア 98 1

　5　動詞の過去形 ア 116 1

　6　現在進行形 ア ア 128 1

Active Words 145-150

Let＇s Talk! ア イ ア とじ込み

Story Retelling イ イ 136-143

合計 100
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